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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　信号を送信する信号送信装置と、該信号送信装置から伝送路を介して送信された信号を
受信する信号受信装置とを有する信号伝送システムであって、
　前記信号送信装置は、音声信号を時間軸圧縮し、映像信号と信号受信装置または該信号
受信装置と接続された機器の音量の制御に用いられる制御信号と時間軸圧縮した音声信号
とを時分割多重し、前記伝送路を介して前記信号受信装置に送信するものであり、
　前記信号受信装置は、前記信号送信装置から送信された信号を、映像信号と制御信号と
時間軸圧縮された音声信号とに分離し、該時間軸圧縮された音声信号を伸長するものであ
る、
　ことを特徴とする信号伝送システム。
【請求項２】
　請求項１記載の信号伝送システムにおいて、
　前記信号送信装置は、前記制御信号と前記時間軸圧縮された音声信号とを、前記映像信
号のブランキング期間に多重することを特徴とする信号伝送システム。
【請求項３】
　請求項２記載の信号伝送システムにおいて、
　前記信号送信装置は、前記制御信号を前記ブランキング期間の所定の期間に多重し、前
記時間軸圧縮された音声信号を該所定の期間以外の前記ブランキング期間に多重すること
を特徴とする信号伝送システム。
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【請求項４】
　請求項２記載の信号伝送システムにおいて、
　前記信号送信装置は、垂直同期信号、及び水平同期信号を前記信号受信装置に送信する
ものであり、
　前記信号受信装置は、前記垂直同期信号、及び前記水平同期信号を受信し、前記垂直同
期信号、及び前記水平同期信号を用いて前記映像信号と前記制御信号と前記時間軸圧縮さ
れた音声信号との分離を行うものである、
　ことを特徴とする信号伝送システム。
【請求項５】
　請求項２記載の信号伝送システムにおいて、
　前記信号送信装置は、前記制御信号、及び前記時間軸圧縮された音声信号の手前に、所
定の無信号期間をそれぞれ設けるものであり、
　前記信号受信装置は、前記無信号期間を検出することにより、前記制御信号、及び前記
時間軸圧縮された音声信号の多重されている期間を特定し、前記制御信号と前記時間軸圧
縮された音声信号とを分離するものである、
　ことを特徴とする信号伝送システム。
【請求項６】
　請求項１記載の信号伝送システムにおいて、
　該信号伝送システムは、ＲＧＢの映像信号をシリアルに伝送するＤＶＩ伝送規格を用い
るものであり、
　前記信号送信装置は、ＲＧＢの各チャンネルのうち所定のチャンネルに、前記制御信号
と前記時間軸圧縮された音声信号とを多重するものであり、
　前記信号受信装置は、該所定のチャンネルに多重された前記制御信号と前記時間軸圧縮
された音声信号とを分離するものである、
　ことを特徴とする信号伝送システム。
【請求項７】
　請求項６記載の信号伝送システムにおいて、
　前記信号送信装置は、前記時間軸圧縮された音声信号を複数に分解し、分解した音声信
号を複数のチャンネルに分けて多重するものであり、
　前記信号受信装置は、前記分解された音声信号を分離し、分解された音声信号を合成す
るものである、
　ことを特徴とする信号伝送システム。
【請求項８】
　伝送路を介して信号送信装置に接続された信号受信装置であって、
　前記信号送信装置から前記伝送路を介して伝送されてきた、映像信号と信号受信装置ま
たは該信号受信装置と接続された機器の音量の制御に用いられる制御信号と時間軸圧縮さ
れた音声信号とが時分割多重された信号を、映像信号と制御信号と時間軸圧縮された音声
信号とに分離する信号分離手段と、
　前記時間軸圧縮された音声信号を伸長する時間軸伸長手段と、
　を備えたことを特徴とする信号受信装置。
【請求項９】
　請求項８記載の信号受信装置において、
　前記信号分離手段は、前記映像信号のブランキング期間に多重されている前記制御信号
と前記時間軸圧縮された音声信号とを分離することを特徴とする信号受信装置。
【請求項１０】
　請求項９記載の信号受信装置において、
　前記信号分離手段は、前記ブランキング期間の所定の期間に多重された前記制御信号と
、該所定の期間以外の前記ブランキング期間に多重された前記時間軸圧縮された音声信号
とを分離することを特徴とする信号受信装置。
【請求項１１】
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　請求項９記載の信号受信装置において、
　前記信号分離手段は、前記信号送信装置から垂直同期信号、及び水平同期信号を受信し
、該垂直同期信号、及び水平同期信号を用いて前記映像信号と前記制御信号と前記時間軸
圧縮された音声信号との分離を行うことを特徴とする信号受信装置。
【請求項１２】
　請求項９記載の信号受信装置において、
　前記信号分離手段は、前記制御信号、及び前記時間軸圧縮された音声信号の手前にそれ
ぞれ設けられている所定の無信号期間を検出することにより、前記制御信号、及び前記時
間軸圧縮された音声信号の多重されている期間を特定し、前記制御信号と前記時間軸圧縮
された音声信号とを分離することを特徴とする信号受信装置。
【請求項１３】
　請求項８記載の信号受信装置において、
　前記信号分離手段は、シリアルに伝送されたＲＧＢの映像信号を受信するＤＶＩ伝送規
格を用いるものであり、ＲＧＢの各チャンネルのうち所定のチャンネルに多重された前記
制御信号と前記時間軸圧縮された音声信号とを分離することを特徴とする信号受信装置。
【請求項１４】
　請求項１３記載の信号受信装置において、
　前記時間軸圧縮された音声信号は、複数に分解され、分解された音声信号が複数のチャ
ンネルに分けて多重されており、
　前記信号分離手段は、該分解された音声信号を分離し、分解された音声信号を合成する
ことを特徴とする信号受信装置。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、映像信号とともに音声信号及び制御信号を伝送、あるいは送受信できる信号伝
送システム、信号送信装置、及び信号受信装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来のＤＶＩ（Digital Visual Interface）規格の信号伝送システムについて、図面を参
照しながら説明する。図２５は、従来の信号伝送システムの構成を示すブロック図である
。
図２５において、従来の信号伝送システムは、送信側に設けられたＴＭＤＳエンコーダ／
シリアライザー２６０１～２６０３と、受信側に設けられたＴＭＤＳデコーダ／リカバリ
ー２６０４～２６０６とを備える。
【０００３】
従来の信号伝送システムでは、送信側でＲＥＤ，ＧＲＥＥＮ，ＢＬＵＥといった映像信号
がＴＭＤＳエンコーダ／シリアライザー２６０１～２６０３に入力され、ＴＭＤＳエンコ
ーダ／シリアライザー２６０１～２６０３は、映像信号をＴＭＤＳエンコードし、シリア
ライズして伝送路に送出する。そして、受信側では、受信した信号をＴＭＤＳデコーダ／
リカバリー２６０４～２６０６でＴＭＤＳデコードし、リカバーして映像信号を復元する
。
【０００４】
ＤＥ（データイネーブル）信号は、ＲＥＤ，ＧＲＥＥＮ，ＢＬＵＥといった映像信号が存
在する期間を示す信号で、ＨＩＧＨアクティブの信号である。例えば、ＤＥ信号がＬＯＷ
となる期間というのは、映像信号の水平ブランキング期間あるいは垂直ブランキング期間
である。ＣＴＬ（コントロール）信号はＣＴＬ０，ＣＴＬ１，ＣＴＬ２，ＣＴＬ３と４本
あるが、これらは制御信号として用意されている。しかしながら、現在のＤＶＩ規格では
これらのＣＴＬ信号は未使用状態である。具体的にはこれらの信号のレベルが常時０にな
っている。
【０００５】
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送信側のＴＭＤＳエンコーダ／シリアライザー２６０１～２６０３では、８ビットで入力
された映像信号を１０ビットに変換し、それをシリアライズして伝送路に送出する。８ビ
ット／１０ビット変換の目的は、データの変化点を少なくして高速伝送に適した形にする
ことである。また、ＴＭＤＳエンコーダ／シリアライザー２６０１～２６０３ではコント
ロール信号２ビットを１０ビットに変換して伝送路に送出する。また、データイネーブル
信号も合わせてエンコード、シリアライズされ、伝送路に送出される。受信側のＴＭＤＳ
デコーダ／リカバリー２６０４～２６０６では、伝送路から受け取った１０ビットのシリ
アルデータを色信号の８ビット、データイネーブル信号、コントロール信号の２ビットに
デコードして展開する。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
ＤＶＩ規格は映像信号（ＲＧＢ信号）のみを伝送する規格であり、従来の信号伝送システ
ムでは音声信号およびモニタを制御するためなどに用いられる制御信号を伝送することが
できないという問題点があった。
【０００７】
また、ＤＶＩ規格以外において映像信号を伝送する場合でも、映像信号と音声信号や制御
信号とは、それぞれ別の伝送路を介して伝送されており、音声信号や制御信号を伝送する
ための伝送路のラインが映像信号を伝送するための伝送路のラインとは別に必要であった
。
【０００８】
本発明は上記の問題点を解決するためになされたものであり、映像信号とともに音声信号
と制御信号とを同一の伝送路を介して伝送できる信号伝送システム、信号送信装置、及び
信号受信装置を提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するため、本発明による信号伝送システムは、信号を送信する信号送信装
置と、該信号送信装置から伝送路を介して送信された信号を受信する信号受信装置とを有
する信号伝送システムであって、前記信号送信装置は、音声信号を時間軸圧縮し、映像信
号と信号受信装置または該信号受信装置と接続された機器の制御に用いられる制御信号と
時間軸圧縮した音声信号とを時分割多重し、前記伝送路を介して前記信号受信装置に送信
するものであり、前記信号受信装置は、前記信号送信装置から送信された信号を、映像信
号と制御信号と時間軸圧縮された音声信号とに分離し、該時間軸圧縮された音声信号を伸
長するものである、ことを特徴とするものである。
【００１０】
また、本発明による信号伝送システムは、前記信号伝送システムにおいて、前記信号送信
装置は、前記制御信号と前記時間軸圧縮された音声信号とを、前記映像信号のブランキン
グ期間に多重することを特徴とするものである。
【００１１】
また、本発明による信号伝送システムは、前記信号伝送システムにおいて、前記信号送信
装置は、前記制御信号を前記ブランキング期間の所定の期間に多重し、前記時間軸圧縮さ
れた音声信号を該所定の期間以外の前記ブランキング期間に多重することを特徴とするも
のである。
【００１２】
また、本発明による信号伝送システムは、前記信号伝送システムにおいて、前記信号送信
装置は、垂直同期信号、及び水平同期信号を前記信号受信装置に送信するものであり、前
記信号受信装置は、前記垂直同期信号、及び前記水平同期信号を受信し、前記垂直同期信
号、及び前記水平同期信号を用いて前記映像信号と前記制御信号と前記時間軸圧縮された
音声信号との分離を行うものである、ことを特徴とするものである。
【００１３】
また、本発明による信号伝送システムは、前記信号伝送システムにおいて、前記信号送信
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装置は、前記制御信号、及び前記時間軸圧縮された音声信号の手前に、所定の無信号期間
をそれぞれ設けるものであり、前記信号受信装置は、前記無信号期間を検出することによ
り、前記制御信号、及び前記時間軸圧縮された音声信号の多重されている期間を特定し、
前記制御信号と前記時間軸圧縮された音声信号とを分離するものである、ことを特徴とす
るものである。
【００１４】
また、本発明による信号伝送システムは、前記信号伝送システムにおいて、該信号伝送シ
ステムは、ＲＧＢの映像信号をシリアルに伝送するＤＶＩ伝送規格を用いるものであり、
前記信号送信装置は、ＲＧＢの各チャンネルのうち所定のチャンネルに、前記制御信号と
前記時間軸圧縮された音声信号とを多重するものであり、前記信号受信装置は、該所定の
チャンネルに多重された前記制御信号と前記時間軸圧縮された音声信号とを分離するもの
である、ことを特徴とするものである。
【００１５】
また、本発明による信号伝送システムは、前記信号伝送システムにおいて、前記信号送信
装置は、前記時間軸圧縮された音声信号を複数に分解し、分解した音声信号を複数のチャ
ンネルに分けて多重するものであり、前記信号受信装置は、前記分解された音声信号を分
離し、分解された音声信号を合成するものである、ことを特徴とするものである。
【００１６】
また、本発明による信号送信装置は、伝送路を介して信号受信装置に接続された信号送信
装置であって、音声信号を時間軸圧縮する時間軸圧縮手段と、映像信号と信号受信側にお
ける制御で用いられる制御信号と前記時間軸圧縮手段により時間軸圧縮された音声信号と
を時分割多重し、前記伝送路を介して前記信号受信装置に送信する信号多重手段と、を備
えたことを特徴とするものである。
【００１７】
また、本発明による信号送信装置は、前記信号送信装置において、前記信号多重手段は、
前記制御信号と前記時間軸圧縮された音声信号とを、前記映像信号のブランキング期間に
多重することを特徴とするものである。
【００１８】
また、本発明による信号送信装置は、前記信号送信装置において、前記信号多重手段は、
前記制御信号を前記ブランキング期間の所定の期間に多重し、前記時間軸圧縮された音声
信号を該所定の期間以外の前記ブランキング期間に多重することを特徴とするものである
。
【００１９】
また、本発明による信号送信装置は、前記信号送信装置において、前記信号多重手段は、
前記ブランキング期間の検出に用いられる垂直同期信号、及び水平同期信号を、前記信号
受信装置に送信することを特徴とするものである。
【００２０】
また、本発明による信号送信装置は、前記信号送信装置において、前記信号多重手段は、
前記制御信号、及び前記時間軸圧縮された音声信号の手前に、所定の無信号期間をそれぞ
れ設けることを特徴とするものである。
【００２１】
また、本発明による信号送信装置は、前記信号送信装置において、前記信号多重手段は、
ＲＧＢの映像信号をシリアルに伝送するＤＶＩ伝送規格を用いるものであり、ＲＧＢの各
チャンネルのうち所定のチャンネルに、前記制御信号と前記時間軸圧縮された音声信号と
を多重することを特徴とするものである。
【００２２】
また、本発明による信号送信装置は、前記信号送信装置において、前記信号多重手段は、
前記時間軸圧縮された音声信号を複数に分解し、分解した音声信号を複数のチャンネルに
分けて多重することを特徴とするものである。
【００２３】
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また、本発明による信号受信装置は、伝送路を介して信号送信装置に接続された信号受信
装置であって、前記信号送信装置から前記伝送路を介して伝送されてきた、映像信号と信
号受信装置または該信号受信装置と接続された機器の制御に用いられる制御信号と時間軸
圧縮された音声信号とが時分割多重された信号を、映像信号と制御信号と時間軸圧縮され
た音声信号とに分離する信号分離手段と、前記時間軸圧縮された音声信号を伸長する時間
軸伸長手段と、を備えたことを特徴とするものである。
【００２４】
また、本発明による信号受信装置は、前記信号受信装置において、前記信号分離手段は、
前記映像信号のブランキング期間に多重されている前記制御信号と前記時間軸圧縮された
音声信号とを分離することを特徴とするものである。
【００２５】
また、本発明による信号受信装置は、前記信号受信装置において、前記信号分離手段は、
前記ブランキング期間の所定の期間に多重された前記制御信号と、該所定の期間以外の前
記ブランキング期間に多重された前記時間軸圧縮された音声信号とを分離することを特徴
とするものである。
【００２６】
また、本発明による信号受信装置は、前記信号受信装置において、前記信号分離手段は、
前記信号送信装置から垂直同期信号、及び水平同期信号を受信し、該垂直同期信号、及び
水平同期信号を用いて前記映像信号と前記制御信号と前記時間軸圧縮された音声信号との
分離を行うことを特徴とするものである。
【００２７】
また、本発明による信号受信装置は、前記信号受信装置において、前記信号分離手段は、
前記制御信号、及び前記時間軸圧縮された音声信号の手前にそれぞれ設けられている所定
の無信号期間を検出することにより、前記制御信号、及び前記時間軸圧縮された音声信号
の多重されている期間を特定し、前記制御信号と前記時間軸圧縮された音声信号とを分離
することを特徴とするものである。
【００２８】
また、本発明による信号受信装置は、前記信号受信装置において、前記信号分離手段は、
シリアルに伝送されたＲＧＢの映像信号を受信するＤＶＩ伝送規格を用いるものであり、
ＲＧＢの各チャンネルのうち所定のチャンネルに多重された前記制御信号と前記時間軸圧
縮された音声信号とを分離することを特徴とするものである。
【００２９】
また、本発明による信号受信装置は、前記信号受信装置において、前記時間軸圧縮された
音声信号は、複数に分解され、分解された音声信号が複数のチャンネルに分けて多重され
ており、前記信号分離手段は、該分解された音声信号を分離し、分解された音声信号を合
成することを特徴とするものである。
【００３０】
【発明の実施の形態】
（実施の形態１）
以下、本発明の実施の形態１による信号伝送システム、信号送信装置、及び信号受信装置
について、図面を参照しながら説明する。
図１は、本実施の形態１による信号伝送システムの構成を示すブロック図である。
【００３１】
図１において、本実施の形態１による信号伝送システムは、信号送信装置１１と、信号受
信装置１２とを備える。信号送信装置１１は、音声信号を時間軸上で圧縮する時間軸圧縮
部１０１と、映像信号と制御信号と時間軸圧縮された音声信号とを時分割多重し、信号送
信装置１１と信号受信装置１２とを結ぶシリアルの伝送路であるデータライン１０６に送
出する多重部１０２とを備える。ここで、制御信号とは、信号受信装置１２、あるいは信
号受信装置１２と接続されるモニタなどの機器の制御（例えば、モニタの明るさ（ブライ
トネス）の制御や、音量（ボリューム）の制御など）を行うための信号である。また、信
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号受信装置１２は、データライン１０６から流れてきた映像信号と音声信号と制御信号と
が多重された映像音声制御多重信号を各信号に分離する分離部１０３と、分離部１０３で
分離された音声信号に対して時間軸伸長を行い、元の音声信号を復元する時間軸伸長部１
０４と、信号送信装置１１からクロックライン１０７を介して送出された映像クロックを
基に音声クロックを再生する音声クロック再生部１０５とを備える。
【００３２】
図６は、多重部１０２の構成を示すブロック図である。
図６において、多重部１０２は、制御信号と時間軸圧縮音声信号とのいずれか一方を選択
する第１のセレクタ１００１と、第１のセレクタ１００１を制御する第１の多重制御部１
００２と、画面の水平ライン数をカウントする第１の水平ラインカウンタ１００３と、映
像信号と第１のセレクタ１００１の出力とのいずれか一方を選択する第２のセレクタ１０
０４と、第２のセレクタ１００４を制御する第２の多重制御部１００５とを備える。
【００３３】
図８は、分離部１０３の構成を示すブロック図である。
図８において、分離部１０３は、映像音声制御多重信号を映像信号とそれ以外の信号とに
振り分ける第３のセレクタ２００１と、第３のセレクタ２００１を制御する第１の分離制
御部２００２と、音声信号と制御信号とが多重された信号を音声信号と制御信号とに振り
分ける第４のセレクタ２００３と、第４のセレクタ２００３を制御する第２の分離制御部
２００４と、画面の水平ライン数をカウントする第２の水平ラインカウンタ２００５とを
備える。
【００３４】
次に、本実施の形態１による信号伝送システム、信号送信装置、及び信号受信装置の動作
について説明する。
まず、信号送信装置１１の動作について説明する。
【００３５】
図２は、映像信号と時間軸圧縮前の音声信号の関係を示す模式図である。
図２で模式的に示されるように、一般的に、映像信号は音声信号に比べて単位時間当たり
のデータ量が多い。そのため、映像信号の数サンプルに対して音声信号の１サンプルが時
間的にほぼ対応している。本実施の形態１による信号伝送システムは、この音声信号を時
間的に圧縮し、制御信号と圧縮した音声信号とを、映像信号の存在しない領域に多重する
ものである。
【００３６】
映像信号の存在しない時間領域としては、例えば図３に示すような映像信号の水平ブラン
キング期間と垂直ブランキング期間を挙げることができる。図３において、有効画面以外
の黒い部分がそのブランキング期間（水平ブランキング期間と垂直ブランキング期間とを
足した期間）に相当する。この図３においては、ＭＰＥＧ２のＭＰ＠ＭＬ（メインプロフ
ァイルメインレベル）のＳＤ画面を例に挙げている。全画面は横に８５８画素、縦に５２
５ラインである。その中の有効画面は横７２０画素、縦４８０ラインであり、全画面とこ
の有効画面の差がブランキング期間となる。このブランキング期間に音声信号と制御信号
とを多重する。
【００３７】
図４は、時間軸圧縮部１０１の構成を示すブロック図である。
図４で示される時間軸圧縮部１０１は、メモリ１０１１と、圧縮制御部１０１２とを備え
ており、入力された音声信号をレート変換するものである。具体的には、メモリ１０１１
への音声信号の入力クロックを音声のクロック（周波数：ｆａ）とし、メモリ１０１１か
らの出力クロックを映像のクロック（周波数：ｆｖ）とする。ここで、“ｆａ”は音声の
サンプリングクロック周波数であり、“ｆｖ”は映像のサンプリングクロック周波数であ
る。そして、メモリ１０１１の出力制御に圧縮制御部１０１２から出力される圧縮制御信
号を用いる。この圧縮制御信号は、圧縮制御部１０１２が、水平同期信号と垂直同期信号
の論理積（ＡＮＤ）をとったものを、多重部１０２からの多重制御信号が“１”であると
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き（すなわち、第１のセレクタ１００１が音声信号側（Ｂ）を選択しているとき）に出力
するものである。メモリ１０１１は、この圧縮制御信号がＬＯＷの期間に時間軸圧縮され
た音声信号を出力する。このようにして、時間軸圧縮された音声信号が得られる。ただし
、水平同期信号（ＨＳＹＮＣ）と垂直同期信号（ＶＳＹＮＣ）は負論理とする（Ａｃｔｉ
ｖｅ　Ｌｏｗ）。
【００３８】
図５は、時間軸圧縮の様子を説明するための図である。
図５において、時間軸圧縮前の音声信号はサンプリング周波数ｆａでメモリ１０１１に入
力され、時間軸圧縮後の音声信号はサンプリング周波数ｆｖでメモリ１０１１から出力さ
れる。この時間軸圧縮後の音声信号が出力されるのは、圧縮制御部１０１２からの圧縮制
御信号がＬＯＷの期間である。図５では、説明の便宜上、圧縮制御信号がＬＯＷの期間に
出力される音声信号のサンプル点の数を少なく表示しているが、実際に出力されるサンプ
ル点はこれよりもはるかに多い。
【００３９】
次に、映像信号と制御信号と時間軸圧縮された音声信号とを多重し、映像音声制御多重信
号を出力する多重部１０２の動作について、図６を用いて具体的に説明する。
【００４０】
前述したように、制御信号と時間軸圧縮された音声信号とは、映像信号の存在しない期間
に多重化される。図３で示されるように、画面の１ライン目から４５ライン目が垂直ブラ
ンキング期間であるため、本実施の形態１では、１ライン目にモニタ制御信号を重畳し、
２ライン目～４５ライン目に音声信号を重畳する。また、４６ライン目以降における水平
ブランキング期間にも音声信号を重畳する。
【００４１】
第１の水平ラインカウンタ１００３は、垂直同期信号（ＶＳＹＮＣ）の立ち下がりを起点
とし、水平同期信号（ＨＳＹＮＣ）の立ち下がりごとにカウントアップして水平ライン数
をカウントする。この第１の水平ラインカウンタ１００３の初期値は１とする。第１の多
重制御部１００２は、第１の水平ラインカウンタ１００３の出力が１なら多重制御信号と
して“０”を出力し、第１の水平ラインカウンタ１００３の出力が２以上なら多重制御信
号として“１”を出力する。第１のセレクタ１００１は、第１の多重制御部１００２から
受け取った多重制御信号が“０”であれば制御信号側（Ａ）を選択し、多重制御信号が“
１”であれば音声信号側（Ｂ）を選択する。このようにして、画面の１ライン目では制御
信号側（Ａ）が選択され、２ライン目以降では音声信号側（Ｂ）が選択されることとなる
。なお、第１のセレクタ１００１に入力される制御信号は、第１のセレクタ１００１が制
御信号側（Ａ）を選択しているときにのみ入力されるものである。また、第１の多重制御
部１００２からの多重制御信号は、時間軸圧縮部１０１にも出力される。
【００４２】
第２の多重制御部１００５は、垂直ブランキング期間（ＶＳＹＮＣがＬＯＷの期間）また
は水平ブランキング期間（ＨＳＹＮＣがＬＯＷの期間）には第１のセレクタ１００１の選
択出力側（Ｄ）を選択し、垂直ブランキング期間でなく、かつ水平ブランキング期間でな
い期間、すなわち有効画面期間には映像信号側（Ｃ）を選択するように第２のセレクタ１
００４を制御する。このようにして、映像信号と制御信号と時間軸圧縮された音声信号と
を多重した映像音声制御多重信号を得ることができる。
【００４３】
図７は、本実施の形態１における映像信号と音声信号と制御信号との多重の様子を説明す
るための図である。図７における信号は、上から順に、信号送信装置１１に入力される映
像信号、信号送信装置１１に入力される制御信号、時間軸圧縮部１０１の出力である時間
軸圧縮後の音声信号、水平同期信号（ＨＳＹＮＣ）、垂直同期信号（ＶＳＹＮＣ）、第１
の水平ラインカウンタ１００３の出力である水平ラインカウンタ出力、多重部１０２から
出力される映像音声制御多重信号である。この映像音声制御多重信号がデータライン１０
６を介して信号送信装置１１から信号受信装置１２へ伝送される。ここで、白丸が映像信
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号のサンプル点、三角が制御信号のサンプル点、黒丸が音声信号のサンプル点である。図
７において、垂直ブランキング期間の１ライン目（すなわち、水平ラインカウンタ出力が
１のとき）に制御信号を重畳し、垂直ブランキング期間の２ライン目以降（すなわち、水
平ラインカウンタ出力が２～４５のとき）に音声信号を重畳し、垂直ブランキング期間が
終了すると、水平ブランキング期間に音声信号を重畳する様子を示している。なお、垂直
ブランキング期間が終了した後の有効画面期間には、映像信号が存在する。
【００４４】
次に、信号受信装置１２の動作について説明する。
まず、映像信号と制御信号と時間軸圧縮された音声信号とが多重された映像音声制御多重
信号を各信号に分離して出力する分離部１０３の動作について、図８を用いて具体的に説
明する。
【００４５】
前述したように、制御信号と時間軸圧縮された音声信号とは映像信号の存在しない期間に
多重化されている。したがって、まず第３のセレクタ２００１により信号送信装置１１か
ら伝送されてきた映像音声制御多重信号を映像信号と映像信号以外の信号とに分離し、そ
の後、第４のセレクタ２００３により制御信号と時間軸圧縮された音声信号とを分離する
。
【００４６】
垂直ブランキング期間である画面の１ライン目には制御信号が重畳されており、それ以降
の垂直ブランキング期間と水平ブランキング期間には音声信号が重畳されているため、第
１の分離制御部２００２は、垂直ブランキング期間及び水平ブランキング期間（すなわち
、ブランキング期間）以外には映像信号の出力側（Ｅ）を選択し、ブランキング期間には
第４のセレクタ２００３側（Ｆ）を選択するように第３のセレクタ２００１を制御する。
【００４７】
第２の水平ラインカウンタ２００５は、第１の水平ラインカウンタ１００３と同様に水平
ライン数をカウントする。第２の分離制御部２００４は、第２の水平ラインカウンタ２０
０５の出力が１なら分離制御信号として“０”を出力し、第２の水平ラインカウンタ２０
０５の出力が２以上なら分離制御信号として“１”を出力する。第４のセレクタ２００３
は、第２の分離制御部２００４から受け取った分離制御信号が“０”であれば制御信号の
出力側（Ｇ）を選択し、分離制御信号が“１”であれば音声信号の出力側（Ｈ）を選択す
る。このようにして、画面の１ライン目では制御信号の出力側（Ｇ）が選択され、２ライ
ン目以降では音声信号の出力側（Ｈ）が選択されることとなる。なお、第２の分離制御部
２００４からの分離制御信号は、時間軸伸長部１０４にも出力される。
【００４８】
図９は、本実施の形態１における映像信号と音声信号と制御信号との分離の様子を説明す
るための図である。図９における信号は、上から順に、信号受信装置１２に入力される映
像音声制御多重信号、分離部１０３により分離された映像信号、水平同期信号（ＨＳＹＮ
Ｃ）、垂直同期信号（ＶＳＹＮＣ）、第２の水平ラインカウンタ２００５の出力である水
平ラインカウンタ出力、分離部１０３により分離された制御信号、分離部１０３により分
離された時間軸圧縮された音声信号である。白丸が映像信号のサンプル点、三角が制御信
号のサンプル点、黒丸が音声信号のサンプル点であるのは、図７と同様である。図９にお
いて、垂直ブランキング期間の１ライン目（すなわち、水平ラインカウンタ出力が１のと
き）に制御信号が分離され、垂直ブランキング期間の２ライン目以降（すなわち、水平ラ
インカウンタ出力が２～４５のとき）に音声信号が分離され、垂直ブランキング期間が終
了すると、有効画面期間に映像信号が分離され、水平ブランキング期間に音声信号が分離
される様子を示している。
【００４９】
次に、時間軸伸長部１０４について説明する。
図１０は、時間軸伸長部１０４の構成を示すブロック図である。
図１０で示される時間軸伸長部１０４は、メモリ２０１１と、伸長制御部２０１２とを備
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えており、時間軸圧縮された音声信号をレート変換するものである。具体的には、メモリ
２０１１に入力される、時間軸圧縮された音声信号の入力クロックを映像のサンプリング
クロック（周波数：ｆｖ）とし、メモリ２０１１からの出力クロックを音声のサンプリン
グクロック（周波数：ｆａ）とする。そして、メモリ２０１１の入力制御に伸長制御部２
０１２から出力される伸長制御信号を用いる。この伸長制御信号は、伸長制御部２０１２
により水平同期信号と垂直同期信号の論理積（ＡＮＤ）をとったものを、分離部１０３か
らの分離制御信号が“１”であるとき（すなわち、第４のセレクタ２００３が音声信号の
出力側（Ｈ）を選択しているとき）に出力するものである。メモリ２０１１は、この伸長
制御信号がＬＯＷの期間に時間軸圧縮された音声信号を入力する。このようにして、もと
通りに時間軸伸長された音声信号が得られる。ただし、水平同期信号と垂直同期信号は、
ともに負論理とする。
【００５０】
図１１は、時間軸伸長の様子を説明するための図である。
図１１において、時間軸圧縮された音声信号はサンプリング周波数ｆｖでメモリ２０１１
に入力され、時間軸伸長後の音声信号はサンプリング周波数ｆａでメモリ２０１１から出
力される。時間軸圧縮後の音声信号がメモリ２０１１に入力されるのは、伸長制御信号が
ＬＯＷの期間である。
【００５１】
最後に、音声クロック再生部１０５の動作について説明する。
信号受信装置１２では信号送信装置１１から送られてきた映像クロックを元にして、音声
クロック再生部１０５においてＰＬＬ（Phase Locked Loop）をかけ、映像クロックを分
周して音声クロックを再生し、時間軸伸長部１０４に音声クロックを供給する。
以上のように、本実施の形態１による信号伝送システム、信号送信装置、及び信号受信装
置によれば、時間軸圧縮部１０１が音声信号を時間軸圧縮し、多重部１０２が制御信号を
垂直ブランキング期間の１ライン目に多重し、時間軸圧縮された音声信号を垂直ブランキ
ング期間の２ライン目以降、及び水平ブランキング期間に多重することで、映像信号と制
御信号と音声信号とを時分割多重して同一のデータラインで送ることが可能となり、映像
信号や音声信号などを伝送する伝送路のラインを少なくする、あるいは細くすることがで
きる。また、分離部１０３が水平同期信号と垂直同期信号を用いてブランキング期間を特
定し、映像信号と制御信号と音声信号とを分離することができる。
【００５２】
（実施の形態２）
以下、本発明の実施の形態２による信号伝送システム、信号送信装置、及び信号受信装置
について、図面を参照しながら説明する。
本実施の形態２による信号伝送システムも、実施の形態１による信号伝送システムと同様
に、映像信号のブランキング期間に制御信号や圧縮された音声信号を多重化して伝送する
ものであるが、本実施の形態２による信号伝送システムの特徴は、垂直ブランキング期間
に制御信号を重畳する前に無信号期間（映像クロックのＬ２周期）を設けて、制御信号の
サンプル点の数を一定値（Ｍ２サンプル）とし、また、垂直ブランキング期間、あるいは
水平ブランキング期間に音声信号を重畳する前に無信号期間（映像クロックのＬ１周期）
を設けて、音声信号のサンプル点の数を一定値（Ｍ１サンプル）とすることで、映像音声
制御多重信号を分離するために用いられる水平同期信号と垂直同期信号とを信号送信装置
から信号受信装置に伝送しなくても、信号受信装置において無信号期間を検出することに
より制御信号や音声信号の多重されている期間を特定することができ、映像信号と音声信
号と制御信号とを分離できるものである。ただし、Ｌ１、Ｍ１、Ｌ２、Ｍ２は自然数であ
る。
【００５３】
図１２は、本実施の形態２による信号伝送システムの構成を示すブロック図である。
図１２において、本実施の形態２による信号伝送システムは、信号送信装置２１と、信号
受信装置２２とを備える。信号送信装置２１は、音声信号を時間軸上で圧縮する時間軸圧
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縮部２０１と、映像信号と制御信号と時間軸圧縮された音声信号とを時分割多重し、デー
タライン１０６に送出する多重部２０２とを備える。信号受信装置２２は、データライン
１０６を流れてきた映像信号と音声信号と制御信号との多重された映像音声制御多重信号
を各信号に分離する分離部２０３と、分離部２０３で分離された音声信号に対して時間軸
伸長を行い、元の音声信号を復元する時間軸伸長部２０４と、音声クロック再生部１０５
とを備える。なお、音声クロック再生部１０５は、実施の形態１におけるものと同様のも
のであり、その説明を省略する。
【００５４】
図１５は、多重部２０２の構成を示すブロック図である。
図１５において、多重部２０２は、制御信号と時間軸圧縮音声信号とのいずれか一方を選
択する第５のセレクタ３００１と、第５のセレクタ３００１を制御する第３の多重制御部
３００２と、実施の形態１による第１の水平ラインカウンタ１００３と同様に水平ライン
数をカウントする第３の水平ラインカウンタ３００３と、映像信号と第５のセレクタ３０
０１の出力とのいずれか一方を選択する第６のセレクタ３００４と、第６のセレクタを制
御する第４の多重制御部３００５とを備える。
【００５５】
図１７は、分離部２０３の構成を示すブロック図である。
図１７において、分離部２０３は、映像音声制御多重信号を映像信号とそれ以外の信号と
に振り分ける第７のセレクタ４００１と、第７のセレクタ４００１及び第８のセレクタ４
００４を制御する第３の分離制御部４００２と、無信号期間（映像クロックのＬ１周期）
を検出する第１の無信号検出部４００３と、音声信号と制御信号とが多重された信号を音
声信号と制御信号とに振り分ける第８のセレクタ４００４と、第７のセレクタ４００１及
び第８のセレクタ４００４を制御する第４の分離制御部４００５と、無信号期間（映像ク
ロックのＬ２周期）を検出する第２の無信号検出部４００６とを備える。
【００５６】
次に、本実施の形態２による信号伝送システム、信号送信装置、及び信号受信装置の動作
について説明する。
まず、信号送信装置２１の動作について説明する。
【００５７】
図１３は、時間軸圧縮部２０１の構成を示すブロック図である。
図１３で示される時間軸圧縮部２０１は、メモリ３０１１と、圧縮制御信号遅延部３０１
２と、圧縮制御部１０１２とを備えており、入力された音声信号をレート変換するもので
ある。なお、圧縮制御部１０１２は、実施の形態１によるものと同様のものである。また
、メモリ３０１１は、圧縮制御部１０１２からの圧縮制御信号に代えて圧縮制御信号遅延
部３０１２からの遅延圧縮制御信号によって出力制御を行う以外は、実施の形態１による
メモリ１０１１と同様のものである。圧縮制御信号遅延部３０１２は、圧縮制御部１０１
２からの圧縮制御信号の立ち下がりから、映像クロック（周波数:ｆｖ）のＬ１周期の期
間（Ｌ１×１／ｆｖ　ｓｅｃ）経過してから立ち下がり、その立ち下がりから映像クロッ
クのＭ１周期の期間（Ｍ１×１／ｆｖ　ｓｅｃ）経過してから立ち上がる信号である遅延
圧縮制御信号をメモリ３０１１に出力する。この遅延圧縮制御信号をメモリ３０１１の出
力制御に用いるのは、時間軸圧縮後の音声信号の手前に無信号期間（映像クロックのＬ１
周期）を設け、この無信号期間を信号受信装置２２で検出することにより、映像信号と音
声信号との切り替わりのタイミングを認識することができるようにするためである。
【００５８】
図１４は、時間軸圧縮の様子を説明するための図である。
図１４において、時間軸圧縮前の音声信号はサンプリング周波数ｆａでメモリ３０１１に
入力され、時間軸圧縮後の音声信号はサンプリング周波数ｆｖでメモリ３０１１から出力
される。この時間軸圧縮後の音声信号が出力されるのは、圧縮制御信号遅延部３０１２か
らの遅延圧縮制御信号がＬＯＷの期間（Ｍ１周期の期間）である。したがって、図１４で
示されるように、圧縮制御信号の立ち下がりからＬ１周期の期間（Ｌ１×１／ｆｖ　ｓｅ
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ｃ）の無信号状態の後、Ｍ１周期の期間に、メモリ３０１１から音声信号が出力される。
【００５９】
次に、映像信号と制御信号と時間軸圧縮された音声信号とを多重し、映像音声制御多重信
号を出力する多重部２０２の動作について、図１５を用いて具体的に説明する。
【００６０】
制御信号と時間軸圧縮された音声信号とは、映像信号の存在しない期間、すなわち、画面
の１ライン目から４５ライン目までの垂直ブランキング期間と、４６ライン目以降におけ
る水平ブランキング期間とに多重される点は実施の形態１と同様であるが、本実施の形態
２では、その多重される制御信号と時間軸圧縮された音声信号との手前に所定の無信号期
間のある点が実施の形態１と異なっている。
【００６１】
第３の水平ラインカウンタ３００３は、実施の形態１による第１の水平ラインカウンタ１
００３と同様のものであり、画面の水平ライン数をカウントする。第３の多重制御部３０
０２は、第３の水平ラインカウンタ３００３の出力が１となってから映像クロックのＬ２
周期の期間（Ｌ２×１／ｆｖ　ｓｅｃ）経過したら多重制御信号として“０”を映像クロ
ックのＭ２周期の期間出力し、それ以外のとき、すなわち第３の水平ラインカウンタ３０
０３の出力が２以上のときなどには多重制御信号として“１”を出力する。第５のセレク
タ３００１は、第３の多重制御部３００２から受け取った多重制御信号が“０”であれば
制御信号側（Ｉ）を選択し、多重制御信号が“１”であれば音声信号側（Ｊ）を選択する
。このようにして、画面の１ライン目において映像クロックのＬ２周期経過後からＭ２周
期期間には制御信号側（Ｉ）が選択され、それ以外には音声信号側（Ｊ）が選択されるこ
ととなる。ただし、第５のセレクタ３００１が音声信号側（Ｊ）を選択しているときであ
っても、図１４で示されるように、時間軸圧縮された音声信号の手前には、映像クロック
のＬ１周期分（Ｌ１×１／ｆｖ　ｓｅｃ）の無信号状態がある。なお、第５のセレクタ３
００１に入力される制御信号は、第５のセレクタ３００１が制御信号側（Ａ）を選択して
いるときにのみ入力されるものである。したがって、制御信号の手前には、映像クロック
のＬ２周期の期間分の無信号状態が存在することとなる。また、第３の多重制御部３００
２からの多重制御信号は、時間軸圧縮部２０１にも出力される。
【００６２】
第４の多重制御部３００５は、実施の形態１による第２の多重制御部１００５と同様のも
のであり、ブランキング期間には第５のセレクタ３００１の選択出力側（Ｎ）を選択し、
ブランキング期間でない期間には映像信号側（Ｋ）を選択するように第６のセレクタ３０
０４を制御する。このようにして、映像信号と制御信号と時間軸圧縮された音声信号とを
多重した映像音声制御多重信号を得ることができる。
【００６３】
図１６は、本実施の形態２における映像信号と音声信号と制御信号との多重の様子を説明
するための図である。図１６は、実施の形態１における図７と同様のものであるが、音声
信号と制御信号の手前に所定の無信号期間のある点が異なっている。
【００６４】
次に、信号受信装置２２の動作について説明する。
まず、映像信号と制御信号と時間軸圧縮された音声信号とが多重された映像音声制御多重
信号を各信号に分離して出力する分離部２０３の動作について、図１７を用いて具体的に
説明する。
【００６５】
前述したように、映像信号のブランキング期間には、映像クロックのＬ１周期分の無信号
期間後に時間軸圧縮された音声信号が重畳されており、映像クロックのＬ２周期分の無信
号期間後に制御信号が重畳されている。
【００６６】
第１の無信号検出部４００３は、信号送信装置２１から伝送されてきた映像音声制御多重
信号から、Ｌ１周期期間の無信号期間を検出すると、その旨を第３の分離制御部４００２
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に出力する。すると、第３の分離制御部４００２は、垂直ブランキング期間以外に音声信
号が重畳されていると判断し、第８のセレクタ４００４側（Ｑ）を選択するように第７の
セレクタ４００１を制御するとともに、音声信号の出力側（Ｓ）を選択するように第８の
セレクタ４００４を制御して、Ｍ１サンプルだけの音声信号を出力させ、その後に、映像
信号の出力側（Ｐ）を選択するように第７のセレクタ４００１を制御する。
【００６７】
また、第２の無信号検出部４００６は、映像音声制御多重信号からＬ２周期期間の無信号
期間を検出すると、その旨を第４の分離制御部４００５に出力する。すると、第４の分離
制御部４００５は、垂直ブランキング期間に制御信号が重畳されていると判断し、第８の
セレクタ４００４側（Ｑ）を選択するように第７のセレクタ４００１を制御するとともに
、制御信号の出力側（Ｒ）を選択するように第８のセレクタ４００４を制御して、Ｍ２サ
ンプルだけの制御信号を出力させ、その後に、映像信号の出力側（Ｐ）を選択するように
第７のセレクタ４００１を制御する。また、第４の分離制御部４００５は、Ｌ２周期の無
信号期間の開始から（第２の無信号検出部４００６からの出力から算出できる）水平ライ
ンの１ライン分とＬ１周期分とを経過した時から、Ｍ１周期期間の音声信号が垂直ブラン
キング期間に重畳されていると判断し、第８のセレクタ４００４側（Ｑ）を選択するよう
に第７のセレクタ４００１を制御するとともに、音声信号の出力側（Ｓ）を選択するよう
に第８のセレクタ４００４を制御して、Ｍ１サンプルだけの制御信号を出力させ、その後
に、映像信号の出力側（Ｐ）を選択するように第７のセレクタ４００１を制御する。なお
、第３及び第４の分離制御部４００２、４００５からの分離制御信号は、時間軸伸長部２
０４にも出力される。
【００６８】
図１８は、本実施の形態２における映像信号と音声信号と制御信号との分離の様子を説明
するための図である。図１８は、実施の形態１における図９と同様のものであるが、音声
信号と制御信号の手前に所定の無信号状態のある点が異なっている。
【００６９】
次に、時間軸伸長部２０４について説明する。
図１９は、時間軸伸長部２０４の構成を示すブロック図である。
図１９で示される時間軸伸長部２０４は、実施の形態１による時間軸伸長部１０４と同様
に、メモリ４０１１と、伸長制御部４０１２とを備えている。具体的には、メモリ４０１
１に入力される、時間軸圧縮された音声信号の入力クロックを映像クロック（周波数：ｆ
ｖ）とし、メモリ４０１１からの出力クロックを音声クロック（周波数：ｆａ）として、
メモリ４０１１の入力制御に伸長制御部４０１２から出力される伸長制御信号を用いる。
この伸長制御信号は、分離部２０３からの２つの分離制御信号を用いて、以下のように生
成されるものである。
【００７０】
第３及び第４の分離制御部４００２、４００５からの分離制御信号により、第８のセレク
タ４００４の音声信号の出力側（Ｓ）が選択されるように制御されている期間には、音声
信号が分離部２０３から出力されているため、伸長制御部４０１２は、その期間にＬＯＷ
となる伸長制御信号を生成する。ただし、この伸長制御信号は負論理とする。
【００７１】
図２０は、時間軸伸長の様子を説明するための図である。
図２０において、時間軸圧縮された音声信号は、伸長制御信号がＬＯＷの期間だけサンプ
リング周波数ｆｖでメモリ４０１１に入力され、時間軸伸長後の音声信号はサンプリング
周波数ｆａでメモリ４０１１から出力される。このようにして、時間軸伸長された音声信
号を得ることができる。
【００７２】
以上のように、本実施の形態２による信号伝送システム、信号送信装置、及び信号受信装
置によれば、多重部２０２が制御信号と時間軸圧縮された音声信号とを多重するときに、
それらの信号の手前に所定の無信号期間を設けることで、分離部２０３による信号の分離
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において、その無信号期間を検出することにより、制御信号や音声信号の多重されている
期間を特定し、それらの信号を分離することができ、水平同期信号や垂直同期信号を用い
ないで信号の分離を行うことができる。したがって、水平同期信号や垂直同期信号を、信
号送信装置２１から信号受信装置２２に伝送することなく、実施の形態１と同様の効果を
得ることができる。
【００７３】
なお、本実施の形態２による多重部２０２は、垂直ブランキング期間においてＬ１周期の
無信号期間の後、Ｍ１周期の期間しか音声信号を多重しないものであるが、より多くの音
声信号を垂直ブランキング期間に多重するため、多重部２０２が水平ラインの２ライン目
から４５ライン目までの垂直ブランキング期間に音声信号を多重するようにしてもよい。
ただし、この場合には、信号受信装置２２における分離部２０３でも、それに対応して音
声信号を分離できるようにする必要がある。
【００７４】
（実施の形態３）
以下、本発明の実施の形態３による信号伝送システム、信号送信装置、及び信号受信装置
について、図面を参照しながら説明する。
本実施の形態３による信号伝送システムは、実施の形態１による信号伝送システムをＤＶ
Ｉ（Digital Visual Interface）規格に適用したものである。
【００７５】
図２１は、本実施の形態３による信号伝送システムの構成を示すブロック図である。
図２１において、本実施の形態３による信号伝送システムは、信号送信装置３１と、信号
受信装置３２とを備える。
【００７６】
信号送信装置３１は、実施の形態１による時間軸圧縮部１０１と同様のものである時間軸
圧縮部３０１と、時間軸圧縮された音声信号をＤＶＩ規格のＣＴＬ０，ＣＴＬ１，ＣＴＬ
２の各ラインに分解する分解部３０２と、制御信号と時間軸圧縮された音声信号とを選択
的に出力する第１のセレクタ３０３と、画面の水平ラインをカウントする第１の水平ライ
ンカウンタ３０４と、ＴＭＤＳエンコーダ／シリアライザー３０５～３０７とを備える。
信号受信装置３２は、ＴＭＤＳデコーダ／リカバリー３０８～３１０と、制御信号と音声
信号とを分離する第２のセレクタ３１１と、画面の水平ラインをカウントする第２の水平
ラインカウンタ３１２と、ＣＴＬ０，ＣＴＬ１，ＣＴＬ２のラインからきた音声信号を合
成する合成部３１３と、合成部３１３から出力された時間軸圧縮された音声信号を伸長す
る時間軸伸長部３１４と、ＰＬＬ３１５とを備える。なお、時間軸圧縮部３０１、時間軸
伸長部３１４、第１の水平ラインカウンタ３０４、及び第２の水平ラインカウンタ３１２
は、実施の形態１による時間軸圧縮部１０１、時間軸伸長部１０４、第１の水平ラインカ
ウンタ１００３、及び第２の水平ラインカウンタ２００５と同様のものであり、また、Ｐ
ＬＬ３１５は、実施の形態１による音声クロック再生部１０５と同様のものであって、ク
ロックライン３１６を介して送出された映像クロックを基に音声クロックを再生する。さ
らに、ＴＭＤＳエンコーダ／シリアライザー３０５～３０７と、ＴＭＤＳデコーダ／リカ
バリー３０８～３１０とは、従来例におけるものと同様のものである。ここで、本実施の
形態３による分解部３０２、第１のセレクタ３０３、第１の水平ラインカウンタ３０４、
並びにＴＭＤＳエンコーダ／シリアライザー３０５～３０７が実施の形態１による多重部
１０２に対応するものであり、本実施の形態３によるＴＭＤＳデコーダ／リカバリー３０
８～３１０、第２のセレクタ３１１、第２の水平ラインカウンタ３１２、合成部３１３、
及びＰＬＬ３１５が実施の形態１による分離部１０３に対応するものである。
【００７７】
図２１において、伝送路のチャンネル０にはＢＬＵＥ信号と映像信号の水平同期信号（Ｈ
ＳＹＮＣ）と垂直同期信号（ＶＳＹＮＣ）とが時分割多重された信号がシリアルに伝送さ
れる。また、チャンネル１にはＧＲＥＥＮ信号と音声信号（ＣＴＬ０、ＣＴＬ１）と制御
信号（ＣＴＬ０）とが時分割多重された信号がシリアルに伝送される。また、チャンネル
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２にはＲＥＤ信号と音声信号（ＣＴＬ２）とが時分割多重された信号がシリアルに伝送さ
れる。本実施の形態３では、ＣＴＬ０のラインに音声信号だけでなく、制御信号も多重さ
れる。
【００７８】
次に、本実施の形態３による信号伝送システム、信号送信装置、及び信号受信装置の動作
について説明する。
まず、信号送信装置３１の動作について説明する。
【００７９】
信号送信装置３１に入力された音声信号は、時間軸圧縮部３０１により時間軸圧縮され、
分解部３０２に出力される。分解部３０２は、時間軸圧縮された音声信号を、サンプリン
グ点の順番にしたがってＣＴＬ０、ＣＴＬ１、ＣＴＬ２、ＣＴＬ０、ＣＴＬ１、ＣＴＬ２
…の順番を繰り返すように、この３本のラインに分解する。なお、この音声信号の３本の
ラインへの分解は、１つのサンプリング点ごとに行ってもよく、あるいは、複数のサンプ
リング点ごとに行ってもよい。また、音声信号の伝送レートの大小によっては、１本のＣ
ＴＬ０ラインのみ、あるいはＣＴＬ１，ＣＴＬ２の２本のラインを使うようにしてもよい
。
【００８０】
第１のセレクタ３０３は、第１の水平ラインカウンタ３０４からのカウントにしたがって
、水平ラインの１ライン目では制御信号を選択し、水平ラインの２ライン目以降では分解
部３０２からの音声信号を選択してＣＴＬ０のラインに出力する。こうすることで、ＣＴ
Ｌ０に制御信号と音声信号とを多重することができる。
【００８１】
なお、ＣＴＬ０の１ライン目に制御信号を重畳するので、ＣＴＬ０に重畳される音声との
タイミングを合わせるためにＣＴＬ１及びＣＴＬ２の１ライン目を未使用（Ｒｅｓｅｒｖ
ｅｄ）にしてもよい。
【００８２】
ＴＭＤＳエンコーダ／シリアライザー３０５～３０７は、入力された信号をＴＭＤＳエン
コードし、シリアライズして伝送路に送出する。
【００８３】
図２２は、本実施の形態３における伝送路上の信号の様子を説明するための図である。
図２２の上方にはＴＭＤＳエンコーダへ入力される信号を示している。ＤＥ（データイネ
ーブル）信号がＬＯＷの間にＣＬＴ信号が挿入され、このＣＴＬ０のところに制御信号と
時間軸圧縮された音声信号とを重畳し、ＣＴＬ１、ＣＴＬ２のところに時間軸圧縮された
音声信号を重畳してＴＭＤＳエンコードされる。
【００８４】
図２２の中程には伝送路上の信号を示している。チャンネル２にエンコードされたＣＴＬ
２、ＣＴＬ３が重畳され、チャンネル１にエンコードされたＣＴＬ０、ＣＴＬ１が重畳さ
れる。ＤＶＩ規格において、ＣＴＬ信号は映像信号のブランキング期間に重畳されるもの
であるため、伝送路上の信号では、水平ブランキング期間に音声信号が重畳され、垂直ブ
ランキング期間に音声信号と制御信号とが重畳されていることになる。
【００８５】
図２２の下方には信号受信装置３２でＴＭＤＳデコード、リカバーされた信号を示してい
る。このリカバーされた信号は、信号送信装置３１における入力信号と全く同一のもので
ある。
【００８６】
次に、信号受信装置３２の動作について説明する。
図２３は、信号受信装置３２における映像信号と音声信号と制御信号とを分離する方法に
ついて説明するための図である。
【００８７】
図２３で示すように、まずチャンネル０デコーダ３５０がチャンネル０の信号をデコード
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し、ＢＬＵＥ信号、ＤＥ信号、水平同期信号（ＨＳＹＮＣ）、垂直同期信号（ＶＳＹＮＣ
）を生成する。そして、このＤＥ信号をチャンネル１デコーダ３５１、及びチャンネル２
デコーダ３５２に供給する。チャンネル１デコーダ３５１、及びチャンネル２デコーダ３
５２では、受け取ったＤＥ信号がＬＯＷの期間を、音声信号や制御信号が多重されている
期間であると判断し、映像信号と、音声信号や制御信号とを分離する。このようにして、
ＣＴＬ０の多重されたままの音声信号と制御信号、ＣＴＬ１の音声信号、及びＣＴＬ２の
音声信号を分離することができる。
【００８８】
図２４は、チャンネル２デコーダ３５２、及びチャンネル１デコーダ３５１における映像
信号と音声信号と制御信号とのデコードの方法について説明するための図である。
【００８９】
図２４で示すように、シリアル／パラレル変換部３６０は、チャンネル２で伝送されてき
た映像音声多重信号をシリアル／パラレル変換する。そして、ＤＥ信号がＨＩＧＨの期間
は、チャンネル２の信号が映像信号であると判断されるため、デコーダ３６２がシリアル
／パラレル変換部３６０からの変換後の映像信号に対して１０ビット／８ビットＴＭＤＳ
デコードを行い、ＲＥＤ信号を出力する。一方、ＤＥ信号がＬＯＷの期間は、チャンネル
２の信号が音声信号であると判断されるため、デコード３６３が変換後の音声信号に対し
て１０ビット／２ビットＴＭＤＳデコードを行い、ＣＴＬ２のラインに音声信号を出力す
る。
【００９０】
同様にして、チャンネル１で伝送されてきた映像音声制御多重信号に対しても、シリアル
／パラレル変換部３６１がシリアル／パラレル変換する。そして、ＤＥ信号がＨＩＧＨの
期間は、チャンネル１の信号が映像信号であると判断されるため、デコーダ３６４が変換
後の映像信号に対して１０ビット／８ビットＴＭＤＳデコードを行い、ＧＲＥＥＮ信号を
出力する。一方、ＤＥ信号がＬＯＷの期間は、チャンネル１の信号が映像信号以外の信号
であると判断されるため、デコーダ３６５が変換後の信号に対して１０ビット／２ビット
ＴＭＤＳデコードを行い、ＣＴＬ０のラインに制御信号と音声信号との多重された信号を
出力し、ＣＴＬ１のラインに音声信号を出力する。
【００９１】
次に、ＣＴＬ０に多重されている制御信号と音声信号とを分離する方法について説明する
。
第２のセレクタ３１１は、第２の水平ラインカウンタ３１２の出力が１ライン目であると
きには、ＣＴＬ０ライン上の信号が制御信号であると判断し、ＣＴＬ０から制御信号を分
離して出力する。一方、第２の水平ラインカウンタ３１２の出力が２ライン目以降である
ときには、ＣＴＬ０ライン上の信号が音声信号であると判断し、ＣＴＬ０から音声信号を
分離して、その音声信号を合成部３１３に出力する。
【００９２】
合成部３１３は、伝送路を流れてきた音声信号をデコードしたものに対して、その音声信
号がＣＴＬ０、ＣＴＬ１、ＣＴＬ２の順番できているとみなし、音声信号の合成を行う。
なお、この音声信号の順番は、ＣＴＬ０、ＣＴＬ１、ＣＴＬ２の順でなくてもよいが、信
号送信装置３１と、信号受信装置３２とでその順番を決めておく必要がある。
合成部３１３で合成された音声信号は、時間軸伸長部３１４でレート変換され、元の音声
信号に復元される。
【００９３】
以上のように、本実施の形態３による信号伝送システム、信号送信装置、及び信号受信装
置によれば、実施の形態１における信号伝送システムの構成をＲＧＢの映像信号をシリア
ルに伝送するＤＶＩ伝送規格に適用し、分解部３０２が時分割圧縮された音声信号をＣＴ
Ｌ０、１、２の３本のラインに分解し、第１のセレクタ３０３が制御信号と音声信号とを
重畳し、ＴＭＤＳエンコーダ／シリアライザー３０５～３０７がＲＧＢの各チャンネルに
分解された音声信号や、制御信号と音声信号との多重された信号を多重し、また、ＴＭＤ
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Ｓデコーダ／リカバリー３０８～３１０がＲＧＢの各チャンネルに分解された音声信号や
制御信号を分離し、合成部３１３が分解された音声信号を合成することで、受信側におい
て映像信号と制御信号と音声信号とを分離することができ、従来、映像信号しか伝送でき
なかったＤＶＩ規格の信号伝送システムにおいて、映像信号の伝送ラインを用いた制御信
号と音声信号との伝送を実現することができる。
【００９４】
なお、本実施の形態３では、ＣＴＬ０のラインに制御信号を多重すると説明したが、同様
な方法でもってＤＶＩ規格のＣＴＬ１、２、４、５等の他のＣＴＬ信号のラインに制御信
号を重畳してもよく、それらのうち複数のＣＴＬ信号のラインに制御信号を重畳してもよ
い。
【００９５】
また、実施の形態１～３では、画面の１ライン目に制御信号をＣＴＬ０に重畳すると説明
したが、垂直ブランキング期間であれば何ライン目に制御信号を重畳してもよく、画面の
複数のラインに制御信号を重畳してもよい。
【００９６】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、本発明による信号伝送システムによれば、信号を送信す
る信号送信装置と、該信号送信装置から伝送路を介して送信された信号を受信する信号受
信装置とを有する信号伝送システムであって、前記信号送信装置は、音声信号を時間軸圧
縮し、映像信号と信号受信装置または該信号受信装置と接続された機器の制御に用いられ
る制御信号と時間軸圧縮した音声信号とを時分割多重し、前記伝送路を介して前記信号受
信装置に送信するものであり、前記信号受信装置は、前記信号送信装置から送信された信
号を、映像信号と制御信号と時間軸圧縮された音声信号とに分離し、該時間軸圧縮された
音声信号を伸長するものであることで、映像信号と制御信号と音声信号とを時分割多重し
て同一の伝送路を介して伝送することができ、伝送路のラインを少なくする、あるいは細
くすることができる効果が得られる。
【００９７】
また、本発明による信号伝送システムによれば、前記信号伝送システムにおいて、前記信
号送信装置は、前記制御信号と前記時間軸圧縮された音声信号とを、前記映像信号のブラ
ンキング期間に多重することで、映像信号と、制御信号及び音声信号とが同じ期間に重な
らないように時分割多重することができる効果が得られる。
【００９８】
また、本発明による信号伝送システムによれば、前記信号伝送システムにおいて、前記信
号送信装置は、前記制御信号を前記ブランキング期間の所定の期間に多重し、前記時間軸
圧縮された音声信号を該所定の期間以外の前記ブランキング期間に多重することで、映像
信号のない期間に、制御信号と音声信号とを同じ期間に重ならないように時分割多重する
ことができる効果が得られる。
【００９９】
また、本発明による信号伝送システムによれば、前記信号伝送システムにおいて、前記信
号送信装置は、垂直同期信号、及び水平同期信号を前記信号受信装置に送信するものであ
り、前記信号受信装置は、前記垂直同期信号、及び前記水平同期信号を受信し、前記垂直
同期信号、及び前記水平同期信号を用いて前記映像信号と前記制御信号と前記時間軸圧縮
された音声信号との分離を行うものであることで、受信側において、その垂直同期信号、
及び水平同期信号を用いてブランキング期間を検出し、そのブランキング期間に多重され
ている制御信号、及び音声信号を分離することができる効果が得られる。
【０１００】
また、本発明による信号伝送システムによれば、前記信号伝送システムにおいて、前記信
号送信装置は、前記制御信号、及び前記時間軸圧縮された音声信号の手前に、所定の無信
号期間をそれぞれ設けるものであり、前記信号受信装置は、前記無信号期間を検出するこ
とにより、前記制御信号、及び前記時間軸圧縮された音声信号の多重されている期間を特
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定し、前記制御信号と前記時間軸圧縮された音声信号とを分離するものであることで、信
号送信装置から信号受信装置に対して垂直同期信号と水平同期信号とを送信することなく
、受信側において制御信号や音声信号の分離を行うことができる効果が得られる。
【０１０１】
また、本発明による信号伝送システムによれば、前記信号伝送システムにおいて、該信号
伝送システムは、ＲＧＢの映像信号をシリアルに伝送するＤＶＩ伝送規格を用いるもので
あり、前記信号送信装置は、ＲＧＢの各チャンネルのうち所定のチャンネルに、前記制御
信号と前記時間軸圧縮された音声信号とを多重するものであり、前記信号受信装置は、該
所定のチャンネルに多重された前記制御信号と前記時間軸圧縮された音声信号とを分離す
るものであることで、従来、映像信号しか伝送できなかったＤＶＩ規格のシステムにおい
て、映像信号の伝送ラインを用いた制御信号と音声信号との伝送を実現することができる
効果が得られる。
【０１０２】
また、本発明による信号伝送システムによれば、前記信号伝送システムにおいて、前記信
号送信装置は、前記時間軸圧縮された音声信号を複数に分解し、分解した音声信号を複数
のチャンネルに分けて多重するものであり、前記信号受信装置は、前記分解された音声信
号を分離し、分解された音声信号を合成するものであることで、音声信号の伝送レートが
大きい場合であっても、その音声信号のサンプリング点を間引くことなく、音声信号を伝
送することができる効果が得られる。
【０１０３】
また、本発明による信号送信装置によれば、伝送路を介して信号受信装置に接続された信
号送信装置であって、音声信号を時間軸圧縮する時間軸圧縮手段と、映像信号と信号受信
側における制御で用いられる制御信号と前記時間軸圧縮手段により時間軸圧縮された音声
信号とを時分割多重し、前記伝送路を介して前記信号受信装置に送信する信号多重手段と
を備えたことで、映像信号と制御信号と音声信号とを時分割多重して同一の伝送路を介し
て伝送することができ、伝送路のラインを少なくする、あるいは細くすることができる効
果が得られる。
【０１０４】
また、本発明による信号送信装置によれば、前記信号送信装置において、前記信号多重手
段は、前記制御信号と前記時間軸圧縮された音声信号とを、前記映像信号のブランキング
期間に多重することで、映像信号と、制御信号及び音声信号とが同じ期間に重ならないよ
うに時分割多重することができる効果が得られる。
【０１０５】
また、本発明による信号送信装置によれば、前記信号送信装置において、前記信号多重手
段は、前記制御信号を前記ブランキング期間の所定の期間に多重し、前記時間軸圧縮され
た音声信号を該所定の期間以外の前記ブランキング期間に多重することで、映像信号のな
い期間に、制御信号と音声信号とを同じ期間に重ならないように時分割多重することがで
きる効果が得られる。
【０１０６】
また、本発明による信号送信装置によれば、前記信号送信装置において、前記信号多重手
段は、前記ブランキング期間の検出に用いられる垂直同期信号、及び水平同期信号を、前
記信号受信装置に送信することで、受信側において、その垂直同期信号、及び水平同期信
号を用いてブランキング期間を検出することができ、そのブランキング期間に多重されて
いる制御信号、及び音声信号を分離することができる効果が得られる。
【０１０７】
また、本発明による信号送信装置によれば、前記信号送信装置において、前記信号多重手
段は、前記制御信号、及び前記時間軸圧縮された音声信号の手前に、所定の無信号期間を
それぞれ設けることで、信号送信装置から信号受信装置に対して垂直同期信号と水平同期
信号とを送信することなく、受信側において制御信号や音声信号の分離を行うことができ
る効果が得られる。
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【０１０８】
また、本発明による信号送信装置によれば、前記信号送信装置において、前記信号多重手
段は、ＲＧＢの映像信号をシリアルに伝送するＤＶＩ伝送規格を用いるものであり、ＲＧ
Ｂの各チャンネルのうち所定のチャンネルに、前記制御信号と前記時間軸圧縮された音声
信号とを多重することで、従来、映像信号しか伝送できなかったＤＶＩ規格のシステムに
おいて、映像信号の伝送ラインを用いた制御信号と音声信号との伝送を実現することがで
きる効果が得られる。
【０１０９】
また、本発明による信号送信装置によれば、前記信号送信装置において、前記信号多重手
段は、前記時間軸圧縮された音声信号を複数に分解し、分解した音声信号を複数のチャン
ネルに分けて多重することで、音声信号の伝送レートが大きい場合であっても、その音声
信号のサンプリング点を間引くことなく、音声信号を伝送することができる効果が得られ
る。
【０１１０】
また、本発明による信号受信装置によれば、伝送路を介して信号送信装置に接続された信
号受信装置であって、前記信号送信装置から前記伝送路を介して伝送されてきた、映像信
号と信号受信装置または該信号受信装置と接続された機器の制御に用いられる制御信号と
時間軸圧縮された音声信号とが時分割多重された信号を、映像信号と制御信号と時間軸圧
縮された音声信号とに分離する信号分離手段と、前記時間軸圧縮された音声信号を伸長す
る時間軸伸長手段とを備えたことで、送信側から同一の伝送路を介して伝送されてきた、
時分割多重された映像信号と制御信号と音声信号とを、各信号に分離することができる効
果が得られる。
【０１１１】
また、本発明による信号受信装置によれば、前記信号受信装置において、前記信号分離手
段は、前記映像信号のブランキング期間に多重されている前記制御信号と前記時間軸圧縮
された音声信号とを分離することで、映像信号と、制御信号及び音声信号とが同じ期間に
重ならないように時分割多重された信号を、各信号に分離することができる効果が得られ
る。
【０１１２】
また、本発明による信号受信装置によれば、前記信号受信装置において、前記信号分離手
段は、前記ブランキング期間の所定の期間に多重された前記制御信号と、該所定の期間以
外の前記ブランキング期間に多重された前記時間軸圧縮された音声信号とを分離すること
で、映像信号のない期間に、制御信号と音声信号とを同じ期間に重ならないように時分割
多重された信号を、各信号に分離することができる効果が得られる。
【０１１３】
また、本発明による信号受信装置によれば、前記信号受信装置において、前記信号分離手
段は、前記信号送信装置から垂直同期信号、及び水平同期信号を受信し、該垂直同期信号
、及び水平同期信号を用いて前記映像信号と前記制御信号と前記時間軸圧縮された音声信
号との分離を行うことで、ブランキング期間に多重されている制御信号、及び音声信号を
分離することができる効果が得られる。
【０１１４】
また、本発明による信号受信装置によれば、前記信号受信装置において、前記信号分離手
段は、前記制御信号、及び前記時間軸圧縮された音声信号の手前にそれぞれ設けられてい
る所定の無信号期間を検出することにより、前記制御信号、及び前記時間軸圧縮された音
声信号の多重されている期間を特定し、前記制御信号と前記時間軸圧縮された音声信号と
を分離することで、信号送信装置から信号受信装置に対して垂直同期信号と水平同期信号
とを送信することなく、受信側において制御信号や音声信号の分離を行うことができる効
果が得られる。
【０１１５】
また、本発明による信号受信装置によれば、前記信号受信装置において、前記信号分離手
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段は、シリアルに伝送されたＲＧＢの映像信号を受信するＤＶＩ伝送規格を用いるもので
あり、ＲＧＢの各チャンネルのうち所定のチャンネルに多重された前記制御信号と前記時
間軸圧縮された音声信号とを分離することで、従来、映像信号しか伝送できなかったＤＶ
Ｉ規格のシステムにおいて、映像信号の伝送ラインを用いた制御信号と音声信号との伝送
を実現することができる効果が得られる。
【０１１６】
また、本発明による信号受信装置によれば、前記信号受信装置において、前記時間軸圧縮
された音声信号は、複数に分解され、分解された音声信号が複数のチャンネルに分けて多
重されており、前記信号分離手段は、該分解された音声信号を分離し、分解された音声信
号を合成することで、音声信号の伝送レートが大きい場合であっても、その音声信号のサ
ンプリング点を間引くことなく、音声信号を伝送することができ、受信側において、その
分解された音声信号を合成し、元の音声信号に復元できる効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１による信号伝送システムの構成を示すブロック図である。
【図２】映像信号と時間軸圧縮前の音声信号との関係を示す模式図である。
【図３】水平ブランキング期間、垂直ブランキング期間、有効画面を説明するための図で
ある。
【図４】本発明の実施の形態１による時間軸圧縮部の構成を示すブロック図である。
【図５】本発明の実施の形態１による時間軸圧縮の様子を説明するための図である。
【図６】本発明の実施の形態１による多重部の構成を示すブロック図である。
【図７】本発明の実施の形態１における映像信号と音声信号と制御信号との多重の様子を
説明するための図である。
【図８】本発明の実施の形態１による分離部の構成を示すブロック図である。
【図９】本発明の実施の形態１における映像信号と音声信号と制御信号との分離の様子を
説明するための図である。
【図１０】本発明の実施の形態１による時間軸伸長部の構成を示すブロック図である。
【図１１】本発明の実施の形態１における時間軸伸長の様子を説明するための図である。
【図１２】本発明の実施の形態２による信号伝送システムの構成を示すブロック図である
。
【図１３】本発明の実施の形態２による時間軸圧縮部の構成を示すブロック図である。
【図１４】本発明の実施の形態２における時間軸圧縮の様子を説明するための図である。
【図１５】本発明の実施の形態２による多重部の構成を示すブロック図である。
【図１６】本発明の実施の形態２における映像信号と音声信号と制御信号との多重の様子
を説明するための図である。
【図１７】本発明の実施の形態２による分離部の構成を示すブロック図である。
【図１８】本発明の実施の形態２における映像信号と音声信号と制御信号との分離の様子
を説明するための図である。
【図１９】本発明の実施の形態２による時間軸伸長部の構成を示すブロック図である。
【図２０】本発明の実施の形態２における時間軸伸長の様子を説明するための図である。
【図２１】本発明の実施の形態３による信号伝送システムの構成を示すブロック図である
。
【図２２】本発明の実施の形態３における伝送路上の信号の様子を説明するための図であ
る。
【図２３】本発明の実施の形態３における映像信号と音声信号と制御信号とを分離する方
法について説明するための図である。
【図２４】本発明の実施の形態３における映像信号と音声信号と制御信号とのデコードの
方法について説明するための図である。
【図２５】従来の信号伝送システムの構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
１１、２１、３１　信号送信装置
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１２、２２、３２　信号受信装置
１０１、２０１　時間軸圧縮部
１０２、２０２　多重部
１０３、２０３　分離部
１０４、２０４　時間軸伸長部
１０５　音声クロック再生部
１０６　データライン
１０７　クロックライン
３０１　時間軸圧縮部
３０２　分解部
３０３　第１のセレクタ
３０４　第１の水平ラインカウンタ
３０５～３０７　ＴＭＤＳエンコーダ／シリアライザー
３０８～３１０　ＴＭＤＳデコーダ／リカバリー
３１１　第２のセレクタ
３１２　第２の水平ラインカウンタ
３１３　合成部
３１４　時間軸伸長部
３１５　ＰＬＬ
３５０　チャンネル０デコーダ
３５１　チャンネル１デコーダ
３５２　チャンネル２デコーダ
３６０、３６１　シリアル／パラレル変換部
３６２、３６３、３６４、３６５　デコーダ
１００１　第１のセレクタ
１００２　第１の多重制御部
１００３　第１の水平ラインカウンタ
１００４　第２のセレクタ
１００５　第２の多重制御部
１０１１、２０１１、３０１１、４０１１　メモリ
１０１２　圧縮制御部
２００１　第３のセレクタ
２００２　第１の分離制御部
２００３　第４のセレクタ
２００４　第２の分離制御部
２００５　第２の水平ラインカウンタ
２０１２、４０１２　伸長制御部
２６０１～２６０３　ＴＭＤＳエンコーダ／シリアライザー
２６０４～２６０６　ＴＭＤＳデコーダ／リカバリー
３００１　第５のセレクタ
３００２　第３の多重制御部
３００３　第３の水平ラインカウンタ
３００４　第６のセレクタ
３００５　第４の多重制御部
３０１２　圧縮制御信号遅延部
４００１　第７のセレクタ
４００２　第３の分離制御部
４００３　第１の無信号検出部
４００４　第８のセレクタ
４００５　第４の分離制御部
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４００６　第２の無信号検出部
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